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小林　信保

代
表
質
問

スマイル

答
市
長

Ｑ
「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」「
住
ん

Ｑ
で
み
よ
う
」
と
思
う
ま
ち
と

Ｑ
は
。
そ
の
為
に
必
要
な
こ
と

Ｑ
は

Ａ
医
療
と
教
育
が
充
実
し
た
ま

Ａ
  ち
。
対
話
、
情
報
開
示
、
問

Ａ
  題
点
共
有
を
重
視
し
、
信
頼

Ａ
 関
係
を
構
築
す
る
こ
と

問
「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」「
住

ん
で
み
よ
う
」
と
思
え
る

ま
ち
と
は
。

Ｑ
今
回
の
大
雪
時
の
情
報
の
受

Ｑ
発
信
は

Ａ
防
災
行
政
無
線
、
大
月
防
災

Ａ
  安
心
メ
ー
ル
、
フ
ェ
イ
ス
ブ

Ａ
  ッ
ク
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
行

Ａ
  っ
た
。
防
災
行
政
無
線
に
つ

Ａ
  い
て
は
調
査
を
行
う

問
今
回
の
大
雪
の
時
の
情
報

の
受
発
信
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
総
務
管
理
課
長

情
報
収
集
は
、
民
生
委
員
に

要
援
護
者
等
の
安
否
確
認
、
市

政
協
力
委
員
長
に
孤
立
世
帯
の

状
況
確
認
、
民
生
委
員
及
び
介

護
ヘ
ル
パ
ー
に
要
援
護
者
や
高

齢
者
宅
の
除
雪
要
望
調
査
な
ど

を
実
施
し
た
。
電
話
や
フ
ァ
ク

ス
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
が

使
用
で
き
た
の
で
、
情
報
収
集

は
で
き
た
と
考
え
る
が
、
国
土

交
通
省
、
山
梨
県
、
中
日
本
高

速
道
路
な
ど
と
情
報
共
有
が
図

ら
れ
て
い
な
い
部
分
も
あ
り
、

こ
の
教
訓
を
生
か
す
よ
う
検
討

第
６
次
総
合
計
画
を
基
本
と

し
た
医
療
と
教
育
が
充
実
し
た

ま
ち
で
あ
る
。

し
た
い
。

情
報
発
信
に
つ
い
て
は
、
周

知
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し

た
情
報
は
、
防
災
行
政
無
線
で

お
伝
え
し
、
あ
わ
せ
て
そ
の
内

容
を
お
お
つ
き
防
災
安
全
メ
ー

ル
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
配
信
を
行
う
と
と

も
に
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
を
利

用
し
て
情
報
提
供
も
行
っ
た
。

今
回
は
雪
の
影
響
か
ら
か
防

災
行
政
無
線
が
普
段
よ
り
聞
こ

え
づ
ら
い
と
い
う
情
報
も
い
た

だ
い
て
い
る
の
で
改
め
て
調
査

を
行
う
。
　

今
後
は
国
土
交
通
省
や
山
梨

県
、
中
日
本
高
速
道
路
等
の
関

係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
新
た

な
情
報
受
発
信
ツ
ー
ル
に
つ
い

て
も
研
究
し
て
ま
い
り
た
い
。

そ
の
ま
ち
に
到
達
す
る
た
め

に
必
要
な
こ
と
は
、
市
民
誰
で

も
が
市
政
に
参
画
で
き
る
よ
う
、

対
話
、
情
報
の
開
示
、
問
題
点

の
共
有
を
重
視
し
、
市
民
と
行

政
の
信
頼
関
係
を
構
築
す
る
こ

と
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

再
質
問

問
「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」と
思

う
人
は
、
そ
こ
に
住
み
続

け
ま
す
。「
住
ん
で
み
よ
う
」

と
い
う
ま
ち
で
あ
れ
ば
、

人
は
移
り
住
ん
で
き
ま
す
。

転
入
者
を
増
や
し
、
転
出

者
を
減
ら
す
事
が
大
切
で
、

社
会
増
減
を
成
果
指
標
に

す
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う

が
。

答
総
務
部
長

目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
成

果
の
指
標
を
と
い
う
お
話
だ
と

思
い
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
考
え
方
を
入
れ
る

中
で
封
鎖
人
口
推
計
等
々
も
考

慮
す
る
中
で
、
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
聞
き
な
が
ら
今
後
の
総
合

計
画
等
に
反
映
し
て
い
く
。
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藤本　実

代
表
質
問

日本共産党

Ｑ
大
月
市
立
中
央
病
院
新
病
棟

Ｑ
建
設
の
意
義
は

Ａ
災
害
拠
点
病
院
の
機
能
、
救

Ａ
  急
医
療
体
制
が
強
化
、
常
勤

Ａ
  医
師
確
保
も
前
進

今
回
の
雪
害
を
踏
ま
え
、
今

各
部
署
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト
の
取

り
ま
と
め
を
行
っ
て
い
る
。
食

材
を
５
日
間
程
度
の
備
蓄
に
し

て
も
ら
い
た
い
、
薬
剤
に
つ
い

て
は
大
月
市
薬
剤
医
師
会
と
連

携
を
図
り
、
地
域
全
体
と
し
て

医
薬
品
の
備
蓄
を
し
て
い
き
た

い
、
こ
の
よ
う
に
提
供
で
き
る

よ
う
な
仕
組
み
を
連
携
し
て
検

討
し
た
い
。

問
大
月
市
立
中
央
病
院
新
病

棟
建
設
の
意
義
、
病
院
機

能
等
は
ど
う
強
化
さ
れ
る

か
。

答
病
院
事
務
長

新
病
棟
の
建
築
に
当
た
っ
て
、

市
立
中
央
病
院
が
東
部
地
域
の

災
害
拠
点
病
院
に
指
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
最
低
で
も
３

日
程
度
病
院
機
能
を
維
持
で
き

る
電
気
、
給
排
水
設
備
を
整
備

し
た
。

ま
た
、
災
害
に
よ
る
多
数
の

患
者
発
生
時
に
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク

と
な
り
や
す
い
放
射
線
撮
影
機

器
を
救
急
搬
送
車
入
り
口
に
近

接
さ
せ
る
な
ど
、
設
計
に
も
配

慮
し
た
。

重
症
度
、
傷
病
の
種
類
、
年

齢
に
よ
ら
ず
、
救
急
患
者
を
救

急
外
来
で
診
療
す
る
Ｅ
Ｒ
救
急

を
、
病
院
整
備
完
了
後
、
環
境

が
整
い
次
第
で
き
る
と
こ
ろ
か

ら
開
始
し
て
い
き
た
い
。

本
年
６
月
以
降
東
京
女
子
医

科
大
学
か
ら
延
べ
14
名
の
後
期

研
修
医
が
当
院
を
臨
床
研
修
の

場
と
し
て
（
各
１
ケ
月
）
来
院

す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
　

東
京
女
子
医
科
大
学
と
は
関

連
病
院
と
し
て
の
施
設
認
定
に

加
え
、
臨
床
研
修
の
活
発
化
に

よ
る
情
報
発
信
等
に
よ
り
連
携

を
深
め
、
常
勤
医
の
確
保
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
。

現
在
、
平
成
26
年
７
月
以
降

の
常
勤
医
と
し
て
眼
科
、
透
析

担
当
医
に
加
え
、
麻
酔
科
医
と

の
交
渉
を
継
続
し
て
い
る
。

大月市立中央病院　新病棟

再
質
問

問
東
日
本
大
震
災
か
ら
３
年
、

こ
の
間
も
大
規
模
災
害
時

の
対
策
強
化
に
市
を
挙
げ

て
取
り
組
ん
で
き
た
が
、

医
療
面
か
ら
見
た
災
害
へ

の
備
え
が
と
れ
た
こ
と
は

非
常
に
重
要
だ
。

大
雪
の
際
の
対
応
で
食
事

や
医
薬
品
が
足
り
な
く
な

る
の
で
は
と
心
配
さ
れ
た

よ
う
だ
が
、
今
後
の
備
蓄

等
の
計
画
は
ど
う
か
。

Ｑ
大
雪
の
対
応
か
ら
備
蓄
等
の

Ｑ
計
画
は
　

Ａ
地
域
全
体
と
し
て
医
薬
品
の

Ａ
  備
蓄
を
し
て
い
き
た
い

答
病
院
事
務
長
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鈴木　章司

答
市
長

Ｑ
大
月
イ
ン
タ
ー
以
西
改
良
計

Ｑ
画
は

Ａ
改
良
や
再
整
備
が
必
要
不
可

Ａ
  欠
で
あ
る
と
考
え
る

問
大
月
イ
ン
タ
ー
以
西
改
良

計
画
は
。（
初
狩
バ
イ
パ

ス
、
笹
子
ト
ン
ネ
ル
）

Ｑ
市
民
が
で
き
る
自
助
と
共
助

Ｑ
は

Ａ
病
院
サ
ポ
ー
ト
施
策
は
、
愛

Ａ
  着
、
信
頼
、
感
謝
の
３
つ
の

Ａ
  言
葉
が
キ
ー
ワ
ー
ド

問
中
央
病
院
支
援
の
た
め
に

市
民
の
で
き
る
自
助
・
共

助
は
。

答
市
民
生
活
部
長

具
体
的
な
病
院
サ
ポ
ー
ト
の

施
策
と
し
て
、
１
つ
目
、
愛
着

で
は
健
診
を
初
め
と
す
る
受
診

の
推
進
、
病
院
の
Ｐ
Ｒ
、
ふ
る

さ
と
大
月
応
援
寄
附
金
の
お
願

い
な
ど
。

２
つ
目
、
信
頼
で
は
病
院
で

の
健
康
教
室
を
初
め
と
す
る
医

療
技
術
者
に
よ
る
講
演
会
の
開

催
や
保
健
事
業
の
実
施
、
コ
ン

ビ
ニ
受
診
の
自
粛
な
ど
。

３
つ
目
、
感
謝
で
は
医
師
を

初
め
と
す
る
医
療
ス
タ
ッ
フ
へ

の
お
も
て
な
し
、
大
月
の
魅
力

の
発
信
、
感
謝
の
気
持
ち
を
言

大
月
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
よ

り
西
側
の
一
般
国
道
20
号
に
つ

き
ま
し
て
は
、
中
央
道
笹
子
ト

ン
ネ
ル
天
井
板
崩
落
事
故
や
今

回
の
大
雪
に
伴
う
中
央
道
閉
鎖

時
に
お
き
ま
し
て
は
、
県
内
経

済
に
与
え
る
影
響
は
は
か
り
知

れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
 　
　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
特
に

初
狩
町
地
内
の
狭
隘
箇
所
に
お

け
る
大
型
車
両
の
す
れ
違
い
困

難
箇
所
や
、
建
設
後
50
年
が
経

過
し
て
お
り
ま
す
送
風
抗
等
の

老
朽
化
が
著
し
い
新
笹
子
ト
ン

ネ
ル
は
改
良
や
再
整
備
が
必
要

不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

葉
で
表
す
な
ど
。

こ
れ
ら
の
施
策
は
、
今
後
各

組
織
の
代
表
者
を
通
じ
て
広
く

市
民
に
呼
び
か
け
て
、
中
央
病

院
を
よ
り
身
近
な
存
在
と
し
て

感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

個
人
質
問

問

Ｊ
Ｒ
大
月
駅
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
、
富
士
急
行
大

月
駅
舎
改
修
の
状
況
に

つ
い
て

問
リ
ニ
ア
実
験
線
に
つ
い

て
問
学
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

大月市立中央病院

笹子トンネル
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山田　政文
スマイル

Ｑ
定
住
対
策
、空
き
家
の
活
用
、

Ｑ
子
育
て
支
援
、
木
材
資
源
の

Ｑ
活
用
等
に
つ
い
て
提
案
す
る

Ａ
各
提
案
に
つ
い
て
は
検
討
及

Ａ
  び
実
施
す
る

問
定
住
対
策
、
空
き
家
の
活

用
、
子
育
て
支
援
、
木
材

資
源
の
活
用
等
に
つ
い
て

提
案
す
る
。

Ｑ
人
口
減
少
の
具
体
的
な
取
り

Ｑ
組
み
は

Ａ
通
勤
電
車
の
増
発
要
望
や
中

Ａ
  央
病
院
改
築
、
教
育
環
境
整

Ａ
  備
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る

問
人
口
減
少
の
状
況
と
具
体

的
な
取
り
組
み
は
。

答
総
務
部
長

人
口
減
少
対
策
と
し
て
は
、

企
業
誘
致
に
よ
る
働
く
場
の
確

保
の
取
り
組
み
や
、
通
勤
電
車

の
増
発
要
望
を
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に

対
し
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
市
立
中
央
病
院
の
病

棟
建
設
、
小
中
学
校
の
教
育
環

境
整
備
、
医
療
費
の
中
学
３
年

生
ま
で
の
無
料
化
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
を
進
め
て
お
り
ま

す
。

◎
人
口
減
少
の
推
移

平
成
16
年
４
月３

１
、
８
０
５
人

平
成
26
年
３
月

○
ゆ
り
ヶ
丘
団
地
の
50
区
画
の

分
譲
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、
適

正
価
格
に
よ
り
購
入
者
を
募
集

し
ま
す
が
、
購
入
者
が
い
な
い

場
合
等
の
際
は
、
住
民
の
意
見

を
聞
く
な
ど
し
な
が
ら
、
処
分

方
法
を
検
討
し
ま
す
。

○
定
住
し
て
く
れ
る
世
帯
へ
の

建
築
費
補
助
や
引
越
し
費
用
に

つ
い
て
も
検
討
し
ま
す
。

○
空
き
家
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
件
数
を

ふ
や
し
な
が
ら
、
成
約
の
増
加

２
７
、
０
３
４
人

▲
４
、
７
７
１
人
減
（
15
％
）

◎
個
人
市
民
税
の
減
少

平
成
19
年
度
　
13
億
３
千
万
円

平
成
26
年
度
　
10
億
７
千
万
円

▲
２
億
６
千
万
円
減
（
20
％
）

個
人
質
問

答
市
長

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

○
耕
作
放
棄
地
活
用
に
つ
い
て

は
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
情
報
提

供
を
充
実
し
て
い
き
ま
す
。
 

○
新
年
度
か
ら
医
療
費
助
成
の

対
象
を
中
学
３
年
生
の
通
院
ま

で
拡
大
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
 　
　

○
ま
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
利
用
者
へ
の
助
成
金

な
ど
支
援
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

○
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
燃
料

に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
内
の
間

伐
材
を
最
優
先
し
、
利
用
す
る

よ
う
申
し
入
れ
し
て
お
り
ま
す
。

○
桃
太
郎
伝
説
や
、
小
山
田
氏

に
関
わ
る
品
々
に
つ
き
ま
し
て

は
、
有
効
利
用
に
向
け
た
検
討

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ゆりヶ丘団地には50区画分譲地がある

問

大
月
ウ
エ
ル
ネ
ス
・
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
に
つ

い
て

問
大
月
第
一
中
学
校
と
東

中
学
校
の
統
合
に
つ
い

て
そ
の
他
の
質
問
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本年、２月 14 日から 15 日にかけ降雪が続き、山梨県内において観測史上最大となる記録的大
雪となりました。

この大雪により、大月市内では、国道、県道、中央自動車道をはじめとする道路という道路全
て通行不能や鉄道の運転中止等で交通・ライフライン機能が途絶し、各所で孤立世帯や車、鉄道
で立ち往生する孤立者が発生したので、市内各所に避難所を開設し数多くの避難者の受け入れを
しました。

また、食料品や日用品、燃料などの不足や品切れが起こるとともに、建物の損壊、樹木の枝折
れ、ビニールハウスの倒壊等による農業被害など、市民生活や地域経済に甚大な影響が発生しま
した。

これらに対処するため市では、大雪災害に関する災害対策本部を警報解除と同時に設置し、市
議会においては、議員が地域の情報収集に努め対策本部に情報提供した所でありますが、雪害対
策に予想をはるかに超える多額の費用を要することとなりました。

また、今後調査する中で、気温上昇による雪崩の起こる恐れのある地域の民家への被害や建物
被害、特に屋根等の損壊や農業被害等数多く判明する事が予測され、更に復旧等に多額の費用を
要することが想定されます。

ついては、国及び県においては、こうした深刻な状況をご認識頂き、下記の事項について特段
の配慮をされるよう強く要望いたします。

記

１　安全な道路交通を確保するために、国道や県道の歩道を含めた降雪対策（排雪を含める。）
を進めるとともに、降雪時には迅速な措置を講じること。

２　農業施設など農業被害に係る復旧経費に対する支援を行うこと。
３　市道や農道の除雪・排雪経費、除雪用機材や融雪剤等の購入経費、高齢者世帯や孤立世帯等

の除雪経費に対する財政措置を行うこと。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

平成 26 年２月 28 日

大　月　市　議　会

平成26年２月の大雪による雪害対策に関する意見書

内 閣 総 理 大 臣　
財  務  大  臣
総  務 大  臣
農 林 水 産 大 臣
国 土 交 通 大 臣
内閣府特命担当大臣

（防災）
山 梨 県 知 事

安　倍　晋　三　　殿
麻　生　太　郎　　殿
新　藤　義　孝　　殿
林　  芳　正　　殿
太　田　昭　宏　　殿
古　屋　圭　司　　殿

横　内　正　明　　殿



付
託
案
件
に
つ
い
て
担
当
課

長
等
の
説
明
を
受
け
、
慎
重
審

査
の
結
果
、「
報
告
第
１
号
」
に

つ
い
て
は
、
全
会
一
致
で
原
案

の
と
お
り
承
認
す
る
こ
と
に
、

ま
た
、「
議
案
第
35
号
」
中
、
本

委
員
会
所
管
事
項
、「
議
案
第
38

号
」「
議
案
第
44
号
」
中
、
本
委

員
会
所
管
事
項
に
つ
い
て
は
、

い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。

☆
総
務
産
業
常
任
委
員
会

総務産業常任委員会

委
員
会
審
査
の
よ
う
す☆

社
会
文
教
常
任
委
員
会

補
正
予
算
案
件

市議会だより 第134号17

◆
３
月
５
日
（
水
）

◆
３
月
17
日
（
月
）

条
例
等
案
件

付
託
案
件
に
つ
い
て
、
担
当

部
課
長
の
説
明
を
受
け
、
慎
重

審
査
の
結
果
、「
議
案
第
１
号
」

「
議
案
第
２
号
」「
議
案
第
３
号
」

「
議
案
第
４
号
」「
議
案
第
９
号
」

「
議
案
第
10
号
」「
議
案
第
11
号
」

「
議
案
第
12
号
」「
議
案
第
20
号
」

「
議
案
第
21
号
」「
議
案
第
23
号
」

「
議
案
第
24
号
」「
議
案
第
42
号
」

「
議
案
第
43
号
」
に
つ
い
て
は
、

い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。

審
査
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、

担
当
部
課
長
等
の
説
明
を
受
け
、

慎
重
審
査
の
結
果
、「
議
案
第
35

号
」
中
、
本
委
員
会
所
管
に
つ

い
て
、「
議
案
第
36
号
」「
議
案

第
37
号
」「
議
案
第
39
号
」「
議

案
第
40
号
」「
議
案
第
41
号
」「
議

案
第
44
号
」
中
、
本
委
員
会
所

管
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
全

会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決

補
正
予
算
案
件

◆
３
月
６
日
（
木
）

す
べ
き
と
決
し
ま
し
た
。

◆
３
月
18
日
（
火
）

条
例
等
案
件

社会文教常任委員会

担
当
課
長
等
の
説
明
を
受
け
、

慎
重
審
査
の
結
果
、「
議
案
第
５

号
」「
議
案
第
６
号
」「
議
案
第
８

号
」に
つ
い
て
は
、全
会
一
致
で

原
案
の
と
お
り
決
す
る
こ
と
に

「
議
案
第
７
号
」「
議
案
第
13
号
」

「
議
案
第
14
号
」「
議
案
第
15
号
」

「
議
案
第
16
号
」「
議
案
第
17
号
」

「
議
案
第
18
号
」「
議
案
第
19
号
」

「
議
案
第
22
号
」「
議
案
第
25
号
」

に
つ
い
て
は
、
賛
成
多
数
で
原

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

審
査
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、

会
派
解
散
届

◎
会
派
「
清
風
会
」（
代
表

相
馬
保
政
議
員
）
よ
り
２
月

24
日
付
け
で
会
派
解
散
届
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

◎
会
派
「
公
明
党
」（
代
表

西
室
衛
議
員
）
よ
り
２
月
24

日
付
け
で
会
派
解
散
届
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

会
派
結
成
届

◎
会
派
「
清
風
会
＆
公
明
」

（
代
表
　
相
馬
保
政
議
員
）よ

り
２
月
24
日
付
け
で
会
派
結

成
届
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

※
大
月
市
議
会
の
会
派
構
成

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

会
派
構
成

清
風
会
＆
公
明

・
代
  表
  者相

　
馬
　
保
　
政

・
所
 属
 議
 員

後
　
藤
　
慶
　
家

古
　
見
　
金
　
弥

西
　
室
　
　
　
衛

Ｎ
Ｅ
Ｗ
・
Ｏ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｉ

・
代
  表
  者天

　
野
　
祐
　
治

・
所
 属
 議
 員

山
　
田
　
善
　
一

卯
　
月
　
政
　
人

山
と
川
の
街
大
月

・
代
  表
  者小

　
原
　
丈
　
司

・
所
 属
 議
 員

大
　
石
　
源
　
廣

奥
　
脇
　
一
　
夫

ス
マ
イ
ル

・
代
  表
  者山

　
田
　
政
　
文

・
所
 属
 議
 員

小
　
林
　
信
　
保

日
本
共
産
党

・
代
表
及
び
所
属
議
員

藤
　
本
　
　
　
実

無
会
派
議
員小

　
泉
　
二
三
雄

鈴
　
木
　
章
　
司
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視察研修報告
会派及び議員個人が先進地への視察研修を行い、行政に対し提案をしています。

◆
平
成
26
年
３
月
27
日
〜
28

日
◎
東
京
都
大
島
町

・
被
災
状
況
及
び
復
旧
復
興

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

◇
参
 加
 議
 員

小
　
原
　
丈
　
司

大
　
石
　
源
　
廣

奥
　
脇
　
一
　
夫

（
山
と
川
の
街
大
月
）

◆
平
成
26
年
３
月
23
日
〜
24

日
◎
静
岡
県
浜
岡
原
子
力
発
電

所
及
び
原
子
力
館

・
原
子
力
発
電
稼
働
に
向
け

た
取
り
組
み
の
現
状
に
つ

い
て

◇
参
 加
 議
 員

小
　
泉
　
二
三
雄

山
　
田
　
善
　
一

◆
平
成
26
年
２
月
14
日
〜
15

日
◎
鳥
取
県
米
子
市

・
米
子
市
の
ふ
る
さ
と
納
税

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

◎
鳥
取
県
境
港
市

・
観
光
振
興
の
現
状
に
つ
い

て
◇
参
 加
 議
 員

相
　
馬
　
保
　
政

後
　
藤
　
慶
　
家

古
　
見
　
金
　
弥
 

（
清
 風
 会
）

西
　
室
　
　
衛

（
公
 明
 党
）

◆
平
成
26
年
２
月
24
日

◎
長
野
県
茅
野
市

（
諏
訪
中
央
病
院
）

・
あ
た
た
か
な
急
性
期
病
院

の
理
念
と
取
り
組
み
に
つ

い
て

・
地
域
医
療
の
理
念
と
取
り

組
み
に
つ
い
て

◆
平
成
25
年
10
月
24
日
〜
25

日
◎
北
海
道
夕
張
市

・
財
政
破
綻
か
ら
７
年
、
夕

張
市
の
現
状
を
視
察

◎
北
海
道
千
歳
市

・「
議
会
改
革
推
進
プ
ラ
ン
」

に
つ
い
て

◎
北
海
道
苫
小
牧
市

・
市
立
病
院
の
経
営
黒
字
化

に
つ
い
て

◇
参
 加
 議
 員

山
　
田
　
政
　
文

小
　
林
　
信
　
保

（
ス
マ
イ
ル
）

藤
　
本
　
　
　
実
　

（
日
本
共
産
党
）

◆
平
成
25
年
10
月
10
日

◎
福
島
県
白
川
郡
矢
祭
町

（
議
員
報
酬
に
つ
い
て
）

・
日
当
制
に
至
る
経
緯

・
日
当
制
に
お
け
る
１
日
当

た
り
の
報
酬
額
の
積
算
根

拠
・
日
当
制
移
行
後
の
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト

・
日
当
制
移
行
後
の
町
財
政

に
も
た
ら
し
た
影
響

◇
参
 加
 議
 員

鈴
　
木
　
章
　
司

◆
平
成
25
年
９
月
16
日
〜
17

日
◎
石
川
県
野
々
市
市

・「
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
」

（
安
心
度
・
利
便
度
・
快
適

度
）
に
お
い
て
、
全
国
上

位
の
野
々
市
市
の
現
状
視

察
◇
参
 加
 議
 員

小
　
原
　
丈
　
司

◆
平
成
26
年
３
月
26
日
〜
27

日
◎
東
京
都
大
島
町

・
被
災
状
況
及
び
復
旧
復
興

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

◆
平
成
25
年
９
月
６
日

◎
長
野
県
南
佐
久
郡
川
上
村
　

・
地
域
活
性
化
へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

◎
埼
玉
県
桶
川
市

・
た
め
池
利
用
に
よ
る
太
陽

光
発
電
施
設
の
現
状
に
つ

い
て

◇
参
 加
 議
 員

天
　
野
　
祐
　
治

山
　
田
　
善
　
一

卯
　
月
　
政
　
人

（
Ｎ
Ｅ
Ｗ
・
Ｏ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
）
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◆
平
成
25
年
９
月
９
日

◎
山
梨
県
都
留
市

・
デ
マ
ン
ド
バ
ス
や
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
の
成
果
、
検

証
に
つ
い
て

◆
平
成
25
年
８
月
30
日

◎
山
梨
県
都
留
市

・
消
防
団
員
優
遇
制
度
に
つ

い
て

◆
平
成
25
年
７
月
24
日

◎
東
京
都
八
王
子
市

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
と

議
会
基
本
条
例
制
定
に
つ

い
て

◎
東
京
都
立
川
市

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
と

公
共
施
設
保
全
計
画
に
つ

い
て

◆
平
成
25
年
７
月
23
日

◎
山
梨
県
韮
崎
市

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
に

要
す
る
費
用
と
効
果
等
に

つ
い
て

◇
参
 加
 議
 員

山
　
田
　
政
　
文

小
　
林
　
信
　
保

（
ス
マ
イ
ル
）

◆
平
成
25
年
８
月
４
日
〜
５

日
◎
豊
洲
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

◎
早
稲
田
大
学
日
本
橋
キ
ャ

ン
パ
ス

・「
次
世
代
議
会
の
コ
ミ
ュ
二

ケ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
を
考
え

る
」
Ｌ
Ｍ
推
進
地
方
議
員

連
盟
　
総
会
　
サ
ミ
ッ
ト

２
０
１
３

◆
平
成
25
年
５
月
20
日
〜
24

日
◎
滋
賀
県
大
津
市
（
全
国
市

町
村
国
際
文
化
研
修
所
）

・
平
成
25
年
度
行
政
経
営
と

そ
の
改
革
の
手
法

◇
参
 加
 議
 員

小
　
林
　
信
　
保

議
会
運
営
委
員
会
行
政
視
察
研
修
報
告

の
現
状
・
課
題
等
に
つ
い
て
、
お
聞
き
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ま
た
、
向
日
市
で
は
、
平
成
23
年
の
８
月

に
議
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、
議
会
基
本
条
例

の
調
査
・
研
究
を
す
る
た
め
に
議
会
活
性
化

特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
改
革
に
着
手
し
た

と
い
う
こ
と
で
、
現
在
も
全
会
一
致
で
の
議

会
基
本
条
例
の
制
定
を
目
指
し
、
取
り
組
ま

れ
て
お
り
、
制
定
に
向
け
て
の
課
題
等
を
お

聞
き
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

両
市
で
の
研
修
に
お
い
て
、「
議
会
基
本
条

例
制
定
に
向
け
て
の
取
り
組
み
」
と
「
議
会

基
本
条
例
制
定
後
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
、

貴
重
な
ご
意
見
を
お
聞
き
す
る
中
で
、
当
委

員
会
で
も
こ
の
行
政
視
察
の
成
果
を
十
分
に

活
か
し
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
議
会
運
営
の
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
期
　
日
／
平
成
26
年
２
月
４
日
・
５
日
・

６
日

◎
視
察
先
／
滋
賀
県
近
江
八
幡
市
議
会
・
京

都
府
向
日
市
議
会
・
京
都
府
京
都
市

・
研
修
内
容
・
議
会
改
革
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
・
議
会
運
営
全
般
に
つ
い
て
・
市

民
が
選
ぶ
、
京
都
の
財
産
と
し
て
残
し
た

い
「
京
都
を
彩
る
建
物
や
庭
園
募
集
事
業

の
流
れ
」
認
定
の
建
物
、
庭
園
視
察

議
会
運
営
委
員
会
で
は
、
開
か
れ
た
議
会

運
営
を
推
進
す
る
た
め
、
積
極
的
な
情
報
の

公
開
、
政
策
活
動
へ
の
多
様
な
市
民
参
加
の

推
進
、
議
員
間
の
自
由
な
討
議
の
展
開
、
市

長
等
の
行
政
機
関
と
の
持
続
的
な
緊
張
の
保

持
、
議
員
の
自
己
研
鑽
と
資
質
の
向
上
、
議

会
活
動
を
支
え
る
体
制
の
整
備
状
況
等
の
調

査
・
研
修
を
目
的
に
視
察
研
修
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

今
回
の
研
修
で
は
、
滋
賀
県
の
近

江
八
幡
市
議
会
、
京
都
府
の
向
日
市

議
会
に
お
い
て
、
議
会
改
革
へ
の
取

り
組
み
と
議
会
運
営
全
般
に
つ
い
て

研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

近
江
八
幡
市
で
は
、
議
会
基
本
条

例
の
策
定
を
検
討
す
る
た
め
議
会
改

革
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
議
論
を

重
ね
平
成
23
年
４
月
に
議
会
基
本
条

例
を
制
定
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
議

会
基
本
条
例
に
基
づ
き
、
議
会
改
革

を
推
し
進
め
る
た
め
に
議
会
改
革
推

進
委
員
会
を
設
置
し
て
、
改
革
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
そ
れ
ら
取
り
組
み

滋
賀
県
近
江
八
幡
市
　
　
京
都
府
向
日
市
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広　域　行　政

２月 27 日、２月定例会が開会され、次の２件が可決されました。
予　算（当初・補正）

◎議案第１号　平成 26 年度大月都留広域事務組合一般会計予算
◎議案第２号　平成 25 年度大月都留広域事務組合一般会計補正予算（第２号）

平成 26 年第１回定例会は、２月 26 日に開会され、３議案が可決されました。
条　例

◎議案第１号　東部地域広域水道企業団給水条例中改正の件
消費税法の一部が改正されることにより、加入負担金及び料金に係る消費税を５％から
８％に改正を行うもの。
予　算（補正・当初）

◎議案第２号　平成 25 年度東部地域広域水道企業団水道事業会計補正予算（第２号）
◎議案第３号　平成 26 年度東部地域広域水道企業団水道事業会計予算

大月都留広域事務組合議会

東部地域広域水道企業団議会

２月 21 日、平成 26 年第１回定例会が開会され、次の案件が可決されました。
条　例

◎議案第１号　山梨県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療に関する条例及び山梨県
後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療制度臨時特例基金条例の一部を
改正する条例の制定について

予　算（補正・当初）
◎議案第２号　平成 25 年度山梨県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療特別会計補

正予算（第２号）　
◎議案第３号 平成 26 年度山梨県後期高齢者医療広域連合一般会計予算　　　　　　　　　　　　　　　　　
◎議案第４号　平成 26 年度山梨県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療特別会計予

算

山梨県後期高齢者医療広域連合議会

３月４日、平成 26 年第１回２月定例会が開会され、次の案件が可決されました。
予　算（補正・当初）

◎議案第１号　平成 25 年度山梨県東部広域連合一般会計補正予算（第１号）
◎議案第２号　平成 26 年度山梨県東部広域連合一般会計当初予算

山梨県東部広域連合議会

（本市議会では各議会に対して、議員を選任し派遣しております。）
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認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を

議
員
全
員
で
受
講

認知症サポーターの証　
オレンジリング

４
月
22
日
に
東
京
ベ
イ
幕

張
（
千
葉
県
）
に
お
い
て
、

第
80
回
関
東
市
議
会
議
長
会

定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
、
本

市
の
小
泉
二
三
雄
議
長
が
役

員
の
改
選
に
よ
り
、
副
会
長

に
就
任
致
し
ま
し
た
。

関
東
市
議
会
議
長
会

副
会
長
に

小
泉
議
長
就
任

４
月
15
日
に
大
月
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
に
よ

る
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」を
議
員
全
員
（
15
名
）で

受
講
し
ま
し
た
。

こ
の
養
成
講
座
は
、
認
知
症
を
理
解
し
、
認
知
症
の
人
や
家

族
を
温
か
く
見
守
り
、
支
援
す
る
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を

１
人
で
も
増
や
し
、

暮
ら
し
や
す
い
地
域

を
つ
く
る
こ
と
を
目

的
に
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
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この市議会だよりは、資源保護のため再生紙を、
環境保護のため大豆油インクを使用しています。

ユニバーサルデザイン（UD）の考えに基づいた
見やすいデザインの文字を採用しています。

※定例会前の議会運営委員会で正式
に決定されますので、詳細は議会事
務局にお問い合わせください。

議会の傍聴は、傍聴券に住所・氏名などを
記入するだけで出来ます。
詳しいことは議会事務局へお問い合わせく
ださい。

編集・発行

市議会だより編集委員会（大月市議会事務局内）
大月市議会事務局　
〒401−8601 山梨県大月市大月2丁目６番20号　
TEL.0554−23−1057　FAX.0554−23−0321
E-mail  gikai-19206@city.otsuki.lg.jp

委員長　　小林　信保
副委員長　藤本　　実
委　員　　古見　金弥
委　員　　西室　　衛
委　員　　卯月　政人
委　員　　鈴木　章司

市議会だより
編集委員会

６月定例会の日程（予定）

編集後記

議会日誌 あなたも本会議を傍聴しませんか

３月
平成26年第 1 回山梨県東部広域連合議会２月定例会
総務産業常任委員会
社会文教常任委員会
一般質問
予算審査特別委員会
予算審査特別委員会
予算審査特別委員会
総務産業常任委員会
社会文教常任委員会
議会運営委員会
全員協議会
平成26年第 1 回市議会定例会閉会

４月
関東市議会議長会監事会
会派代表者会議11 日
認知症サポーター養成講座15 日 
議員定例懇談会
山梨県市議会議長会第251回定期総会16 日 
関東市議会議長会第２回理事会・第 80 回定期総会・
新支部長会議22 日 

平成 26 年度市町村長及び市町村議会議長会議25 日 

５月

会派代表者会議
全国自治体病院経営都市議会協議会 第42回定期総会
山形県村山市議会行政視察来庁
関東市議会議長会新旧正副会長会議

市議会だより編集委員会

６月　２日　（ 開　　会 ）
６月１２日　（ 一般質問 ）
６月１９日　（ 閉　　会 ）　　

２日 
８日 

12 日 
全員協議会14 日 
議員定例懇談会20 日 

１日  

４日 

６日 

12 日 
13 日 
14 日 
17 日 
18 日 
20 日 

９日 

大月市立中央病院の新病棟が完成し、
３月末から診療がスタートした。新病
棟は医師確保など経営健全化をすすめ
る切り札であり、再生へのチャンス。
市議会でも盛り立てようと議論してき
た。表紙の写真は、市議会の思いが込
められている。
認知症サポーター養成講座を議員全

員で受講した。認知症高齢者と家族に
寄り添う議会でありたい。

5 日  


